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SKYNET福江島観測サイトにおけるヱアロゾルと視程の関係
。北古賀識帆、野別夏葉、久慈誠（奈良女子大学理学部）
近年、東アジア媛では工場や自動車、焼畑から放出されるエアロゾルによる環境への影響が懸念されている、また、黄砂粒子に中園都市部の大気汚染物質が付着して運lまれ
ている事例が報告されており、健康被害や土i裳・海洋汚染等の観点からも注目されている。従って東アジア域におけるエアロゾル量の経年変化・季節変化を調べることが期待さ
れている。しかし、エアロゾルの潰l器による定量的観測が行われ始めたのは近年である。
先行研究では準定量的である視程と、定量的観測であるライダ一、 OPCより得られたデータを用いることでエアロゾル量を示すパラメータの代用として視程が有用であることが
検証された［井上，修士論文，2011]0そこで本研究では、先行研究に倣い、視程をエアロゾル量の代用とし、視程と大気の全消散係数の関係の季節変化について解析する。
使用したデータ
エアロゾルスケールハイトとは、エアロゾルがどのあたりの高度に多く分布しているか
の指織となる。ライダーの観測lデータを使用して、以下の手順で求める［Hayasakaet al., 
2007）.大気中のエアロゾル量を表す光学的厚さr.とする。
ライダーより得られるエアロゾルの消散係数の鉛直プロファイルをj3(z）は式（3）のように ー
表すことが出来る。 -C I ＜視程と消散係数の関係〉ライダーの会データ（デー タ数：1247)1こ対する回帰直線
β（z) ＝βoe Ho iの傾きは0.38、OPCの全データ（データ数165）に対する回帰直線の傾きは0.31であ
(3) 目り、ライダー とOPCの傾きに速いが見られた。ライダーとOPCで月毎の傾きにも遣いが
見られ、 12～5月lまライダー とOPCが類似していたが、6～1月は異なる変化の傾向と
なった。
<s月＞ライダーは春先から傾きが減少し、5月に憲小となり、またOPCでは春先から
減少するものの、5月に少し傾きの値が渇えるという異なる変化の傾向が見られた。乙
れは2003年5月にパイカル湖周辺で大規携な森林火災が起こっており、その火災で発
生したエアロゾル粒子が輸送されてきた影響ではないかと考えられる。また、物質毎に
傾きが異なり、吸光性の高いエアロゾルで仮定したきほど傾きが小さくなる［弁上，
修士論文， 2011］。従って、回帰直線の傾きは5月に傾きが小さくなっているのは吸光性の高い粒子（すす）が多かったことが一因の可能性がある。以上より、5月の｛嘆きの減少はシ
ベリア森林火災が寄与していると考えられる．またライダーは傾きが減少するのに対し、OPCの傾きが少し地加するという異なる変化の傾向となったのは、2003年5月のライダー
鉛直プロファイルをみると、高度3～5km付近に消散係数が大きくなっており、OPCの観測減lま地表面付近であるため、パイカル湖から験送されたと考えられる高高度にあるエアロ
ゾルをOPCにはとらえられていないと考えられる。そのためOPCの傾きが少し場加したと考えられる。
く9月＞2003年9月、南極観測船しらせの船上観測により日本近海に硫酸系エアロゾルのイベント（へイズ・もや）が報告されている。また、｛近藤，卒業論文，2004）より、2003年9
月16日の衛星画像で日本近海で見られたへイズが硫酸性のエアロゾルであることが確認された。大気化学紛送モデルの結果より、山口県沖で観測されたへイズは上海・南京付
近から、朝鮮半島を通過したと績告されている。以上より9月の傾きの減少は中国大陸から繍送されてきた硫酸エアロゾルによるへイズの影響と考えられる。
＜回帰直線の傾きの変化とエアロゾルスケールハイトの関連＞ライダーとOPCの傾きの差が大きいときはエアロゾルスケールハイトの変動も大きくなり、その変動はOPCの変動
と類似している。そのため、この期聞は地表面付近のエアロゾルの影響が大きいことが示唆される。
＜今後の展望＞他の季節の回帰直線の傾きについて考繋し、またエアロゾルスケールハイトとの関連について、更なる検討を行う。
本研究では、以下のデータを使用した。解析期間lま、 2003～2004年で、観測地点は
長崎県徳江島（32.4。N,128.8。E）、鹿児島県奄美大島（28.4。N,129.7。E）である。
気象ltl;Uil平一今，1日7回観測のうち、本研究では6:00,9:00, 12:00, 15:00, 18：・OO(JST)
で大気現象番号が雨天でない場合のみ使用した。気象庁より慢供を受けた。
弓イダー ヂー 」担：気象データにあわせて、6町00,9:00, 12:00, 15:00, 18:00(JST）を使用し
た。また第一層の定議（高度0kmの地表面から上空を観測し、プロファイル上で最初にプ
ラスとなった高度（下端寓度）から、最初にエラーとなるマイナス直前の高度（上端高度）ま
での範囲）を加えた。国立環境研究所より提供を受けた。
♀E♀王ニ主：気象データとライダーデータのマッチアップをとった時刻に対し、 5分以内に
同期したものを平均して使用した。千葉大学より提供を受けた。
火災検知数：Terra/Aquat衛星に洛織されたMODISセンサーの黙異常値データに火災検
知アルゴリズムを適用し作成されたもの。東京大学生産妓術研究所より提供を受けた。
1!1 観測地点 図2観測範図のe念国
一般に、視程V(km）は大気の全消散係数a(km・1）に反比例するとされている[WMO,
2008]0その理論式！ま式（1）で表される。
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ここでEli空を背景とした黒い物体に対する人間の自のしきい値である。本研究では、
式（2）に示すようにライダーと OPCの観測データより消散係数の逆数σ－，を導出し、視認
Vとの関係を求め、傾きSを調べた。
σ－I= S・V (2) 
この傾きSI玄、傾きが大きくなるほど、大気が清浄な状態を、傾きが小さくなるほど大気
が汚れている状態を示すことが示唆されている。
エアロゾルスケール／＼イト.Hm
ここで恥は地表面の消散係数、zlま高度、 H0Jま光学的If.さTaを向。で割ったものである。
次に式（4）のようにエアロゾルスケールハイトHmを定援する。
foH.，β（桝鍾0.6321τa 付）
本研究では、鉛直プロファイルを地上0kmから積算し、光学的厚さr.の63.2%を初めて
超える高さの直前の高度をエアロゾルスケールハイトとした。
図3に編江島、奄美大島における2003年、 2004年の視程V(km）とライダー
デー 夕、 OPCデータを元に算出した全体消散係数の逆数σ1(km）のプロットを示す。
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殴3筏筏何sualRange）と金j両散係数の逆散（1/ext）のプロット..の直線はライダ一、OPC
それぞれの金デ－？に対する回帰直線.(a）ライダー｛傾き0.38),(b)O陀（傾き0.31)
ライダーの全データ（データ数：1247）に対する回帰直線の傾きは0.38、OPCの全データ
（デー タ数：165)1二対する傾きは0.31で、ライダーとOPCの傾きに遣いが見られた。
次に月毎の回帰直線の傾きを求め、その時系列を図4に示す。
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図4月毎の回帰直線の傾きの降系列プロット．
績給・j肖散係数の傾きS、横軸：月．
資lまライダ一、赤lまOPC.
ライダーとOPCで月毎の傾きにも遣いが見られた。12～5月lまライダ とーOPCの傾きが
類似していたが、6～11月は異なる変化の傾向となった。
エアロゾルスケールハイトを求めて、エアロゾルがどのあたりの高度に分布しているか
を月毎に鋼ぺた。その時系列を図5に示す.6月以降、図4のOPCの傾きの変化傾向と図
5のエアロゾルスケールハイトの変化傾向が類似していた。更に、図4の傾きSの時系列
で、年の前半の6ヶ月間と後半の6ヶ月聞を比較すると、ライダとOPCの差！ま前半の方が
小さくなった。これは図5のエアロゾルスケールハイトの変化の変動傾向と楚合的であると
考えられる。
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